
令和５年度
全国労働衛生週間実施要綱説明会

令和５年9月

新居浜労働基準監督署



期間 10月1日から10月7日まで

主唱者
厚生労働省、中央労働災害防止協会

協賛者
建設業労働災害防止協会、陸上貨物運送事業労働災害防止協会、港湾貨物運送事業労働災害
防止協会、林業・木材製造業労働災害防止協会

協力者
関係行政機関、地方公共団体、安全関係団体、労働組合、経営者団体

実施者 各事業場

準備期間 9月1日から9月30日まで



令和５年度
第74回全国労働衛生週間スローガン

目指そう二刀流
こころとからだの健康職場



（労働者の健康をめぐる状況）

・高齢化の進行により、一般健康診断の有所見率が上昇

・何らかの疾病を抱えながら働いている労働者が増加するとともに、女性の就職率が上
昇し、働く女性の健康問題への対応も課題

・中高年齢の女性を中心に、転倒などの労働者の作業行動に起因する労働災害が高い発
生率

・過労死等事案の労災認定件数は令和4年度に全国で904件

・化学物質による労働災害のうち、特定化学物質障害予防規則等の特別則の規制の対象
となっていない物質に起因するものが8割。厚生労働省では、従来、特別規制の対象と
なっていない全ての危険・有害な物質への対策を強化するため、事業者が自ら行ったリ
スクアセスメントの結果に基づき、ばく露防止のために講ずべき措置を適切に実施する
制度を導入した。

・職業がんの労災補償の新規支給決定者は、石綿による中皮腫・肺がんを中心に年間約
1000人に及ぶところ、石綿等の製造・使用等が禁止される前に石綿含有建材を用いて建
設された建築物が今なお多数現存している。その解体工事が2030年頃をピークとして、
増加が見込まれる中、石綿の有無に関する事前調査や発散防止措置が適切に行われてい
ない事例が散見されたことを踏まえ、一定の建築物や工作物などの解体・改修工事につ
いては、資格者による事前調査（R5.10.1～)や、石綿事前調査結果報告システムを用い
た報告の義務化（R4.4.1～）など、石綿によるばく露防止対策の強化を進めている。



定期健康診断結果の推移
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新居浜労働基準監督署
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特殊健康診断の有所見者の推移 
１．有害業務健康診断
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① 事業者又は総括安全衛生管理者による職場巡視

② 労働衛生旗の掲揚及びスローガン等の掲示

③ 労働衛生に関する優良職場、功績者等の表彰

④ 有害物の漏えい事故、酸素欠乏症等による事故等緊急時の災害

を想定した実地訓練等の実施

⑤ 労働衛生に関する講習会・見学会等の開催、作文・写真・標語

等の掲示、その他労働衛生の意識高揚のための行事等の実施

全国労働衛生週間中に実施する事項

（令和5年度全国労働衛生週間実施要綱より）



労働衛生活動の重点事項

（ア）過重労働による健康障害防止のための総合対策に関する事項

・  時間外・休日労働の削減
  年次有給休暇の取得促進
  労働時間等の設定の改善による仕事と生活の調和の推進

・ 労働時間の客観的な記録に基づく適正な把握や長時間労働者
（原則：時間外・休日労働時間数が月に80時間以上で疲労の蓄積が
認められる者）に対する医師の面接指導等の実施

・ 健康診断の適切な実施、異常所見者の業務内容に関する医師への
適切な情報提供、医師からの意見聴取及び事後措置

・ 小規模事業場における産業保健総合支援センターの地域窓口の活用



労働衛生活動の重点事項

（イ）「労働者の心の健康の保持増進のための指針」等に基づく
メンタルヘルス対策の推進に関する事項

・衛生委員会等における調査審議を踏まえた「心の健康づくり計画」の策
定、実施状況の評価及び改善
・４つのメンタルヘルスケア（セルフケア、ラインによるケア、事業場内
スタッフ等によるケア、事業場外資源によるケア）の推進に関する教育研
修・情報提供
・労働者が安心して健康相談を受けられる環境整備
・ストレスチェック制度の適切な実施、集団分析及び結果を活用した職場環
境改善の取組
・メンタルヘルス不調の予防から早期発見・早期対応、職場復帰における支
援までの総合的な取組



労働衛生活動の重点事項

（ア）過重労働による健康障害防止のための総合対策に関する事項

（イ）「労働者の心の健康の保持増進のための指針」等に基づく

メンタルヘルス対策の推進に関する事項

厚生労働省 こころの耳ポータルサイト（「こころの耳」で検索）

http://kokoro.mhlw.go.jp

にて、各対策内容、リーフレット、チェックリスト等を掲載しています。

http://kokoro.mhlw.go.jp/


労働衛生活動の重点事項

（ウ）転倒・腰痛災害の予防に関する事項

・身体機能の低下等による労働災害の発生を考慮したリスクアセスメントの

実施

・高年齢労働者が安全に働き続けることができるよう、「高年齢労働者の安

全と健康確保のためのガイドライン」を踏まえ事業場の実情に応じた施設、

設備、置等の改善及び体力の低下等の高年齢労働者の特性を考慮した作業内

容等の見直し

・労働者の気付きを促すための体力チェックの活用

・若年期からの身体機能の維持向上のための取組の実施



労働衛生活動の重点事項

（ウ）転倒・腰痛災害の予防に関する事項

・ストレッチを中心とした転倒・腰痛予防体操の実施

・「職場における腰痛予防対策指針」に基づく腰痛の予防対策の推進

◎リスクアセスメント及びリスク低減対策の実施

 ◎作業標準の策定及び腰痛予防に関する労働衛生教育の実施

 ◎介護・看護作業における身体の負担軽減のための介護技術や介護機

 器等の導入の促進

 ◎陸上貨物運送事業における自動化や省力化による人力への負担の軽

 減



令和2年3月策定

・60歳以上の雇用者数が増加。将来に亘って
も増加する見通し。
・特に第三次産業で高年齢労働者が増加
・併せて，身体機能の低下等により労働災害
の発生率が高く，休業が長期化しやすい
・中でも転倒，墜落・転落災害の発生率が若
年層に比べて高く，女性で顕著

エイジフレンドリーガイドライン
（高年齢労働者の安全と健康確保のためのガイドライン）

愛媛県内でも，高年齢女性の労働者が硬い床
や段差での転倒によって骨折し，1か月以上の
長期休業に至る事例が目立ちます。



「エイジアクション100」による
チェックリストの活用
（ＱＲコード、厚生労働省ＨＰ）

身体機能の低下を補う
設備・装置の導入

・通路・作業場所の照度の
確保
・見やすい，聞き取りやす
い音域の警報
・階段の手すり
・段差の解消
・不自然な作業姿勢をなく
すための作業台や対象物の
配置
解消できない段差に注意喚
起表示
・通気性の良い休憩場所
・滑りにくい靴
・リフト等の補助具の使用



敏捷性や持久性，筋力の低下等の特性を考慮して
作業内容や作業時間の見直し等を検討

・継続的な体力チェックに努める。
・加齢による心身の衰えのチェック項目
（フレイルチェック）等を導入する。

個々の健康や体力の状況に応じた対応

写真や図，映像等の文字以外の情報を
活用した安全衛生教育

一人ひとりがストレッチ体操など体力維持に努める

厚生労働省ＨＰ等における好事例の参照



転倒予防と
腰痛予防は
今世紀最大の注意喚起

スベリやムチャは
アカン!!



労働衛生活動の重点事項

（オ）化学物質による健康障害防止対策に関する事項

・特定化学物質障害予防規則、有機溶剤中毒予防規則等の遵守

・金属アーク溶接等作業における健康障害防止対策

・ラベル表示、安全データシート（ＳＤＳ）交付の状況確認

・ＳＤＳにより把握した危険有害性に基づくリスクアセスメント

の実施とその結果に基づくばく露

・皮膚接触や眼への飛散による薬傷等や化学物質の皮膚からの吸

収等を防ぐための適切な保護具や汚染時の洗浄を含む化学物質の

取り扱い上の注意事項の確認

・塗料の剥離作業における健康障害防止対策の徹底



化学工業のみならず、ＧＨＳラベルのある化学物質を取り扱う
全ての業種において、対策が必要です。



化学物質リスク簡易評価法
（コントロール・バンディング）

https://anzeninfo.mhlw.go.jp/user/anzen/kag/ankgc07_1.htm

「コントロール・バンディング」は簡易なリスクアセスメント手法です。
ＩＬＯ（国際労働機関）が開発途上国の中小企業を対象に、有害性のあ

る化学物質から労働者の健康を守るために、簡単で実用的なリスクアセス
メント手法を取り入れて開発した化学物質の管理手法です。

厚生労働省のＨＰ「職場のあんぜんサイト」で支援システムを提供して
おり、サイト上で必要な情報を入力すると、リスクレベルとそれに応じ
た実施すべき対策のシートが得られます。



業 種 災害の発生状況

食料品製造

被災状況

休業３週

発生原因

・作業に応じた保護具を選定・着用していなかった。

粉末の苛性ソーダを袋
からタンクに投入中、
粉が舞い上がり、保護
めがねの隙間から浸入
し、両目をばく露し、
薬傷を負った。

業 種 災害の発生状況

ﾋﾞﾙﾒﾝﾃﾅﾝｽ

被災状況

休業２週

発生原因

・不浸透性の保護具を着用していなかった。

業 種 災害の発生状況

被災状況

休業４日

発生原因

・保護手袋の保守管理が適切に行われていなかった。

硝酸を用いて金属を洗
浄中、ポリ塩化ビニル
製の手袋にあいた１㎜
程度の穴から洗浄液が
浸透、手指をばく露し、
化学やけどを負った。

厚生労働省・都道府県労働局・労働基準監督署 Ｈ27.8

化学物質を扱う際には、
保護具を適切に使用しましょう

24年 25年 26年

有害物の接触による死傷災害 482 467 466

薬傷・やけどなど 326 314 318

（うち、目） （102） （94） （95）

化学物質による事故は あなたの職場でも起こります
業 種 災害の発生状況

一般飲食店

被災状況

休業24日

発生原因

・保護めがねを着用していなかった。

厨房内洗い場で、漂白
液（次亜塩素酸ナトリ
ウム）の容器の栓を外
そうとしたところ、液
がはねて右目をばく露
し、薬傷を負った。

業 種 災害の発生状況

食料品製造

被災状況

休業１カ月

発生原因

・保護めがねを着用していなかった。

油洗浄用の苛性ソーダ
（水酸化ナトリウム）
をポリタンクからバケ
ツに移していたところ、
液がはねて両目をばく
露し、薬傷を負った。

非鉄金属製造

業 種 災害の発生状況

化学品製造

被災状況

休業１カ月

発生原因

・保護具を使用していなかった。

廃液をポンプで移送し
た後、ホースをバルブ
から外した際、ホース
内に残っていた廃液が
飛散し、目、顔面をば
く露し、薬傷を負った。

化学物質を取り扱う事業主の皆さま・労働者の皆さまへ

（裏面へ）

資料： 労働者死傷病報告

（単位：人）

目は大事！事故は一大事！

化学物質等の有害物の接触による死傷災害
（※）

※ 休業４日以上の死傷災害

化学物質を扱う事業場では、溶剤や薬品などの飛沫を身体にばく露す
ることによる薬傷・やけど等の災害が年間300件以上発生しています。

中でも、重篤度の高い目の事故は年間100件近くにのぼります。

現場の定期清掃中、
床に置いてあった洗
剤のバケツに接触し、
強アルカリの洗剤が
ふくらはぎ、足の甲
にかかり、化学やけ
どを負った。

平成



使用前
□・・・・・・・
□・・・・・
□・・・・
□・・・・・・
□・・・・・・

あなたの職場にも、こうした危険はありませんか？

化学物質による薬傷・やけど災害の主な原因と対策

厚生労働省ホームページでも、

 事業場での取組に役立つ情報、リンク先をお知らせしています。

苛性ソーダなどの強アルカリ
溶剤は身近に使われています

さまざまな作業場に、溶剤や
油、粉じんなどが存在します

手袋に穴はあいてませんか？
交換品の在庫はありますか？

保護めがねを
着用していない

作業に応じた保護具
の選定・着用なし

保護具の管理が不適切

原 因

【アルカリ洗剤取扱】
・ヘルメット

・保護めがね

・前掛け

・保護手袋

  （用途により色分け）

・長靴

厚生労働省「見える」安全活動コンクール
優良活動事例より

「薬傷・やけど対策」の保護具情報はこちらでも発信しています。

  公益社団法人 日本保安用品協会 http://www.jsaa.or.jp/html/appliances/hoan_02.html

使用前後点検表

□・・・・・・・
□・・・・・・
□・・・・・
□・・・・・・・
・

使用前後点検表

□・・・・・・・
□・・・・・・・
□・・・・・
□・・・・・

厚生労働省 薬傷・やけど対
策

適切な保護具の選び方

目の事故は重篤度が高い

絵表示
・皮膚腐食性
・眼に対する重篤な損傷性

保護めがねの着用
を現場のルール化

適正保護具着用を
作業規定等に明記

使用前後の点検、
日常の保守管理

保護めがねは JIS T 8147規格合格品を！

検 索

着用のない方
の入場お断り

適正保護具の写真掲示

対 策 適切な保護具の使用について、職場内を再点検！

労働者の保護具の使用状況の確認、安全衛生教育もしっかり行いましょう

http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/yakushouyakedo.html

どの作業にはどの保護具
を選べばいいの？どんな保護めがねがあるの？

✔
✔
✔
✔

✔
✔
✔
✔

http://www.jsaa.or.jp/html/appliances/hoan_02.html
http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/yakushouyakedo.html
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※一部経過措置があります（令和４年４月１日施行）

金属アーク溶接等作業を継続して屋内作業場で行う皆さまへ

金属アーク溶接等作業について
健康障害防止措置が義務付けられます

１．新たに規制の対象となった物質

溶接ヒューム（金属アーク溶接等作業(※)において加熱により発生する粒子状物質）について、新たに

特化則の特定化学物質（管理第２類物質）として位置付けました。

※金属アーク溶接等作業

・金属をアーク溶接する作業、
・アークを用いて金属を溶断し、またはガウジングする作業
・その他の溶接ヒュームを製造し、または取り扱う作業

（燃焼ガス、レーザービーム等を熱源とする溶接、溶断、

       ガウジングは含まれません）

溶接ヒューム

主な有害性（発がん性、その他の有害性） 性状

発がん性：国際がん研究機関（ＩＡＲＣ）グループ１
ヒトに対する発がん性

その他   ：溶接ヒュームに含まれる酸化マンガン（ＭｎＯ）
について神経機能障害
三酸化二マンガン（Mn2O3）について
神経機能障害、呼吸器系障害

溶接により生じた蒸気が空気
中で凝固した固体の粒子

（粒径0.1～1㎛程度）

厚生労働省では、「溶接ヒューム」について、労働者に神経障害等の

健康障害を及ぼすおそれがあることが明らかになったことから、労働安

全衛生法施行令、特定化学物質障害予防規則（特化則）等を改正し、新た

な告示を制定しました。

改正政省令・告示は、令和３年４月１日から施行・適用します。

⚫ このリーフレットは、金属アーク溶接等作業を継続して屋内作業場で行う事業者向けの

ものです。

⚫ 屋外作業場や、毎回異なる屋内作業場で金属アーク溶接等作業を行う方は、リーフレッ

ト「屋外作業場等において金属アーク溶接等作業を行う皆さまへ」をご覧ください。

 ※「屋内作業場」とは、以下のいずれかに該当する作業場をいいます。

 ・作業場の建屋の側面の半分以上にわたって壁、羽目板その他のしゃへい物が設けられている場所

 ・ガス、蒸気または粉じんがその内部に滞留するおそれがある場所

※「継続して行う屋内作業場」には、建築中の建物内部等で金属アーク溶接等作業を同じ場所で繰

り返し行わないものは含まれません。



規制の内容

2020(令和2)年 2021(令和3)年 2022(令和4)年

1
月

4月 7月
10
月

1月 4月 7月
10
月

1月 4月 7月
10
月

溶接ヒュームの
濃度測定

・呼吸用保護具の
使用等

特定化学物質
作業主任者の選任

全体換気の実施
特殊健康診断の実施
その他必要な措置

25

３．施行日・経過措置

屋内作業場における金属アーク溶接等作業の規制は、下表のスケジュール

で施行されます。

呼吸用保護具の
選択･使用
(4/1～)

溶接ヒュームの
濃度測定
(4/1～)

換気風量の増加
その他必要な
措置(4/1～)

フィットテ
ストの実施
(4/1～)

再度の溶接ヒュ
ームの濃度測定
(4/1～)

選任義務
(4/1～)

実施義務(4/1～)

現に、継続して金属アーク溶接等作業を行ってい

る屋内作業場は、令和４年３月31日までに溶接

ヒュームの濃度の測定を行う必要があります。

・現時点でも、粉じん則の規定により、金属アーク

溶接等作業に従事する労働者に、有効な呼吸用保

護具を使用させなければなりません。

・令和４年４月１日以降は、特化則に基づき、溶接

ヒュームの濃度測定結果に基づいて呼吸用保護具

を選択し、使用しなければなりません。

お問い合わせ・・・都道府県労働局または労働基準監督署

（所在案内： http://www.mhlw.go.jp/bunya/roudoukijun/location.html）

改正内容に関する通達・資料はこちら
厚生労働省ホームページ
https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_12725.html

条文の参照は、電子政府の総合窓口（e-GOV）法令データ提供システム

https://elaws.e-gov.go.jp/search/elawsSearch/elaws_search/lsg0100/ 

2023/9/20

1
月

4
月

7
月

10
月

2023(令和5)
年

http://www.mhlw.go.jp/bunya/roudoukijun/location.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_12725.html
https://elaws.e-gov.go.jp/search/elawsSearch/elaws_search/lsg0100/


労働衛生活動の重点事項

（カ）石綿による健康障害防止対策に関する事項

a 建築物等の解体・改修工事における石綿ばく露防止対策の徹底

b 吹付け石綿等が損傷、劣化し、労働者が石綿等にばく露するおそれ

がある建築物等における吹付け石綿、石綿含有保温材等の除去、封

じ込め等の徹底

c 石綿にばく露するおそれがある建築物等において労働者を設備の

点検、補修等の作業等に臨時に就業させる場合の労働者の石綿ばく

露防止

d 禁止前から使用している石綿含有部品の交換・廃棄等を行う作業に

おける労働者の石綿ばく露防止対策の徹底



石綿障害予防規則等の改正のポイント（令和２年７月公布）

改正前 改正後 ※下線部分が改正内容

レベル１

石綿含有吹付け材

レベル１

石綿含有吹付け材

レベル２

石綿含有保温材、

耐火被覆材、断熱材 レベル２

石綿含有保温材、

耐火被覆材、断熱材

レベル３

スレート、Pタイル、

けい酸カルシウム板1種等

その他石綿含有建材

けい酸カルシウム板

1種※２（破砕時）

仕上げ塗材（電動工

具での除去時）

レベル３

スレート、Pタイル等

その他石綿含有建材

事前調査
※調査方法を

明確化

資格者による
調査

調査結果の３
年保存、現場
への備え付け

作業計画

作業状況等の
写真等による
記録・３年保
存

掲示

湿潤な状態に
する

マスク等着用

作業主任者の
選任

作業者に対す
る特別教育

健康診断

負圧隔離

集じん・排気
装置の初回時、
変更時点検

作業開始前、
中断時の負圧
点検

隔離解除前の
取り残し確認

等

計
画
届
（
レ
ベ
ル
２
も
計
画
届
） ※

十
四
日
前

隔離
※負圧は不要

事
前
調
査
結
果
等
の
報
告
（
一
定
規
模
以
上
の
工
事※

１

が
対
象
）

※１ 解体部分の床面積が80m2以上の建築物の解体工事、請負金額が100万円以上の建築物の改修工事及び特定の工作物の解体・改修工事
※２ 石綿含有けい酸カルシウム板１種（天井、耐火間仕切壁等に使用）：レベル１・２ほどの飛散性はないが他のレベル３より飛散性が高い

事前調査

作業計画

掲示

湿潤な状態に
する

マスク等着用

作業主任者の
選任

作業者に対す
る特別教育

健康診断

負圧隔離

集じん・排気
装置の初回時
点検

作業開始前の
負圧点検

等

計
画
届※

十
四
日
前

作
業
届※

工
事
開
始
前

6



令和２年度

事前調査方法の明確化

４月10月

分析調査を不要とする規定の
吹付け材への適用

事前調査・分析調査を行う者
の要件新設

事前調査及び分析調査結果の
記録等

解体・改修工事に係る事前調
査結果等の報告制度の新設

石綿含有成形品に対する措置
の強化（切断等の原則禁止）

作業実施状況の写真等による
記録の義務化

計画届の対象拡大

けい酸カルシウム板第１種を
切断等する場合の措置の新設

負圧隔離を要する作業に係る
措置の強化

４月 ４月

改
正
石
綿
則
・
安
衛
則
の
公
布

周知 令和３年４月施行

労働者ごとの作業の記録項目
の追加

発注者による事前調査・作業
状況の記録に対する配慮

７月

仕上塗材を電動工具を使用し
て除去する場合の措置の新設

10月

石綿障害予防規則等の改正事項と施行日

令和３年度 令和４年度 令和５年度

周知 令和３年４月施行

周知、事前調査・分析調査を行う資格を有する者の育成（全国的な講習の実施）
令和５年
10月施行

周知 令和３年４月施行

周知 令和３年４月施行

周知、電子報告システムの開発 令和４年４月施行

周知 令和３年４月施行

周知 令和３年４月施行

周知 令和２年10月施行

周知 令和３年４月施行

周知 令和３年４月施行

周知 令和３年４月施行

周知 令和２年10月施行

17

施行日前であっても必要な
知識等を有する者に
行わせることが望ましい！

それぞれの施行日以降に開始され
る工事/作業から適用
（調査時点ではないことに留意）



解体作業等における
事前の措置

情報提供
（発注者・注文者）

（８条、９条）

事前調査
（３条、４条の２（結果報告））

※１、※２

作業計画
（４条）※１

労働基準監督署への

事前の届出
（安衛法88条、安衛則86，90条）※２

建築物等の解体作業等における措置

○発生源対策
 ・湿潤化
 （１３条）※１

○ばく露防止対策
 ・呼吸用保護具
 ・保護衣
 （１４条等）※１

○隔離
 負圧あり：（６条）※１

 負圧なし：（６条の２、６条の３）※１

○立入禁止
 （７条）※１

○健康診断 （４０条） ※２

○管理
 ・石綿作業主任者
  （１９条、２０条）※１

 ・特別教育
  （２７条）※１

 ・付着物の除去
  （３２条の２）※１

 ・飲食喫煙の禁止
  （３３条）※１ ※２

 ・掲示
  （３４条）※１

 ・作業の記録
  （３５条、３５条の２）※１、※２

 ・保護具等の管理
  （４６条）※１

罰則について： ※１ 6月以下の懲役又は50万円以下の罰金 ※２ 50万円以下の罰金

石綿障害予防規則の概要（改正後：建築物等の解体・改修作業）

29

石綿システム
の対象業務



解体・改修工事に係る事前調査結果等の報告制度の新設（第４条の２）

■ 以下のいずれかの工事を行おうとするときは、あらかじめ、事前調査の結果等を労働基準監督署に電子報告
しなければならないこととする。

＜報告が必要な工事＞

  ① 解体工事部分の床面積の合計が80m2以上の建築物の解体工事

② 請負金額が税込100万円以上である建築物の改修工事

③ 請負金額が税込100万円以上である特定の工作物の解体又は改修工事

④ 総トン数が20トン以上の船舶（鋼製のものに限る）の解体又は改修工事（※令和４年１月13日厚生労
働省令第３号により追加）

【ポイント・留意事項】
※報告が必要となる基準であって、事前調査そのものが必要となる基準ではないことに留意

(例：床面積・請負金額にかかわらず、建築物の解体・改修工事は原則事前調査が必要
事前調査結果の報告対象とならない工作物も原則事前調査は必要）

※石綿がなしでも報告が必要。石綿全面禁止日（着工日等が平成18（2006）年９月１日）以降の
建築物・工作物・船舶であっても報告が必要。

（ただし、令和２年基発0804第８号記の第３の（１）ア③「事前調査の対象とならない作業」に基づき事前調査を行わなかったもの
については報告不要）

※同一工事を複数事業者が請け負っている場合は、元請事業者がまとめて報告する必要。

※法的に報告が必要となる項目は、石綿則第４条の２第２項のとおり。

（①建築物・工作物・船舶のいずれの工事か、②新築工事の着工日が2006年9月1日以降か否か､

③事前調査者の資格要件の施行（2023年10月1日）の前後、④石綿の有無 等によって報告項目が異なってくることに留意） 12



労働衛生活動の重点事項

（カ）「職場における受動喫煙防止のためのガイドライン」に基づく

受動喫煙防止対策に関する事項

・各事業場における現状把握と、それを踏まえ決定する実情に

応じた適切な受動喫煙防止対策の実施

・受動喫煙の健康への影響に関する理解を図るための教育啓発

の実施

・支援制度（専門家による技術的な相談支援、喫煙室の設置等

に係る費用の助成）の活用



労働衛生活動の重点事項

（カ）「職場における受動喫煙防止のためのガイドライン」に基づく

受動喫煙防止対策に関する事項

詳しくは、

厚生労働省ＨＰ「職場における受動喫煙防止対策について」
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/roudoukijun/anzen/kits
uen/index.html

からの下記リンクを参照。

・職場における受動喫煙防止対策のためのガイドライン

★「なくそう！望まない受動喫煙」Ｗebサイト
（イラスト付きでの健康増進法ほか制度の解説、喫煙場所の標識ダウンロードなど）

・受動喫煙防止対策助成金（上限100万円を助成）

・受動喫煙防止対策に係る相談支援（日本労働安全衛生コンサルタント会）

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/roudoukijun/anzen/kitsuen/index.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/roudoukijun/anzen/kitsuen/index.html


労働衛生の3管理の推進等

（ア）労働衛生管理体制の確立とリスクアセスメントを含む労働安全衛生マネジ

メントシステムの確立をはじめとした労働衛生管理活動の活性化に関する事項
・労働衛生管理活動に関する計画の作成、実施、評価、改善

・衛生委員会の開催と必要な事項の調査審議

・危険性又は有害性等の調査（リスクアセスメント）の結果に基づく措置

（イ）作業環境管理の推進に関する事項
・有害物を取り扱う事業場における作業環境測定の実施並びに結果の周知及び結果

に基づく作業環境改善

・局所排気装置の適正な設置、稼働、検査及び実施

（ウ）作業管理の推進に関する事項

・自動化、省力化等による作業負担の軽減の推進

 ・適切、有効な呼吸用保護具等の選択、使用及び保守管理の徹底（保護具着用管理責任者）



労働衛生の3管理の推進等

（カ）酸素欠乏症等の防止対策の推進に関する事項

 ・酸素欠乏危険場所における作業前の酸素及び硫化水素濃度の測定の徹底

・換気の実施、空気呼吸器等の使用の徹底

令和4年9月

酸素欠乏症等による労働災害防止対策

新居浜労働基準監督署版リーフレット作成

周知方よろしくお願いします。



本スライドに掲載したパンフレットについては
同名の検索を行うことにより厚生労働省及び愛媛労働局のＨＰ
へアクセスし、ダウンロードすることが可能ですので，ご活用
ください。
※新居浜労働基準監督署作成の「酸素欠乏症」に関するものを除きます。

令和５年度全国労働衛生週間実施要綱の本文（全9ページ）
については，中央労働災害防止協会（中災防）のＨＰから
ダウンロード可能です。



ご清聴ありがとうございます
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